第4巻第25課

第25課　健康
目標
	日本語学習目標

・相手の体の調子や心理的な状況についてたずねることができる。
・自分の病気や症状、心理的な状況を伝えることができる。
・身体の部位の名称を言うことができる。

・励ましたり相手を気遣ったりする言葉をかけることができる。

文化・人間関係目標

・自分または相手が身体的に不調な時、または心理的に落ち込んでいるときのお互いの「声かけ」の大切さに気づく。

・日本のラジオ体操にまつわることを知る。

・日本のラジオ体操を体験する。

・日本の学校の保健室、スクールカウンセラー制度、健康促進・病気予防のための活動について知る。

・日本の中学生の悩みを知り、自分たちと比較をして共通点・相違点を考える。


主題場面（主题场面）
●制作意図＆授業のヒント
・王のクラスと姜先輩のクラスのサッカーの試合中、姜と王がぶつかって転ぶ場面を取り上げました。ぶつかって転んだときの経験、そのときのお互いの言語行動について振り返らせてトピックを導入しましょう。

質問例　○どんな場面ですか。

○王は姜先輩に何をしていますか。

○あなたは同じような場面にあったことがありますか。サッカー以外の場面でもかまいません。そのとき、どうしましたか。

○もし友達が同じような場面にあったのをみたら、あなたはどうしますか。どのように声をかけますか。

学習活動（学习活动）
声をかけよう
	活動のねらい

	・相手の体の調子や心理的な状況についてたずねることができる。
・自分の病気や症状、心理的な状況を伝えることができる。
・身体の部位の名称を言うことができる。
・自分または相手が身体的に不調な時、または心理的に落ち込んでいるときのお互いの「声かけ」の大切さに気づく。
・励ましたり相手を気遣ったりする言葉をかけることができる。

	技能
	言語材料

	聞く

話す
	読む
	書く
	表現
	語彙

	○
	
	
	どうしたの？大丈夫？

―ちょっと、[足]が痛い／ちょっと、風邪、ひいた／ちょっと、熱がある／ちょっと、悩んでるんだ／ちょっとがっかりしてるんだ／ちょっと、落ち込んでるんだ／ちょっと、疲れてるんだ
保健室に行く？帰る？

－うん。

－大丈夫、ありがとう。

そうなんだ。元気出して／ゆっくり休んで。

－うん。ありがとう。

大丈夫？

－大丈夫。
	体の部位の名称
風邪、ひいた、痛い

熱がある、悩んでるんだ、がっかりしてるんだ、落ち込んでるんだ、疲れてるんだ

保健室　

元気出して

ゆっくり

休んで

大丈夫


●活動内容
・1、2　身体的・精神的な状態について、自分の経験を振り返る。

・3　自分の身体的・精神的な状況を伝える表現を知る。

・4　ほかの人の身体的・精神的な状態に対する声かけの表現を知る。

・5　友達と身体的・精神的な状態について説明をしたり、気遣ったりするロールプレイをする。

●制作意図＆授業のヒント
・中学生は精神的に多感な時期ですから。「健康」というトピックをめぐり、身体的な状況だけでなく、精神的な状況についても扱っています。体調が悪い人や落ち込んでいる人に、声をかけることは人間関係を紡ぐのに大切なことです。授業では、日本語の表現にのみ注目させるのでなく、「声をかける」ことの大切さに気づくようにしましょう。

・1では、友達が自分を気遣って声をかけてくれたら、どのような気持ちになるかを考えさせましょう。2では、逆に自分は友達を気遣って声をかけているか振り返らせましょう。そして、人間関係には気遣いや声かけが大切さであることに気づかせましょう。

・4は、状況を聞いて、さらに励ましや気遣いのことばをかけるための活動です。

・5のロールプレイをするとき、次のようなやり方もできます。P77の各状況をカードに書きます（1枚のカードに1つの状況）。そして、カードを裏返しにします。身体的・精神的に体調が悪い人の役割の人（A）がカードを1枚をひいて、カードの内容に従ってロールプレイをします。声をかける役割の人（B）はAの状況に従って、声をかけてみましょう。AがBにカードの内容を見せずにロールプレイをすれば、インフォメーションギャップが発生し、実際の状況に近い練習になるでしょう。
●補足説明

なし
コラム（专栏）

日本の中学生と健康

	目標

	・日本の学校の保健室、スクールカウンセラー制度、健康促進・病気予防のための活動について知る。

・日本の中学生の悩みを知り、自分たちと比較をして共通点・相違点を考える。


●制作意図

・この課のトピックは「健康」です。そこでコラムでは、日本の中学生の心身の健康に関する話題を取り上げました。学校で取り組まれている様々な活動や日本の中学生が抱える悩みを見ながら、自分たちの生活と比較してほしいと考えています。

　◇気付かせたいポイント

　　・日中の学校の健康に関する活動の共通点、相違点

　　・日中の中学生の抱える悩みの共通性、相違性

●授業のヒント

・P77の学習活動1、2とコラムP82の①、②を関連させて活動することができます。学習活動のあとに、P77の学習活動1、2の内容を思い出しながら、心身の不調があるときにはどうするかをクラスで聞きます。それから、P82にある①と②を読んで、日本の保健室の様子と日本の中学生の悩みの内容、相談する人についての情報を得て、中国と比較してみましょう。中国にも②と同じような調査がないかをインターネットなどで調べてみてもおもしろいかもしれません。悩みの内容に男女差があるかという点から、話しあってみてもいいでしょう。

・③を使って、日本の学校で行われている健康促進や病気の予防のための活動について、情報を得ます。それから、自分たちの学校でも、同じような活動が行われているかどうか、中国のほかの中学校ではどうか、もし同じような活動がない場合は自分の学校（あるいはクラス）でどんな活動をすればいいかをグループで話しあってみましょう。クラスの活動や予防のためのルールなどを決めて、実際に実行してみてもいいでしょう。

●補足説明
・日本の多くの中学校の保健室に、P82のようなポスターが貼られています。少なくとも月に1回はポスターの内容が変わることが多いです。P82のポスターは、「のんびりする時間も大切だから」というテーマで、中学生の心理面の健康を保つためのヒントやアドバイスが紹介されています。そのほか、インフルエンザや熱中症など季節性の病気の特集や、「清涼飲料水の飲み方」や「間食を上手にとろう」などの食生活に関する情報やアドバイスなどもテーマに取り上げられています。
参考：http://www.inter-press.co.jp/shopping/news/02chugakuhoken.html#theme（2011年3月）
・P83の写真の内容は以下のとおり。

　上段2枚：蛇口の部分にネットに入った石鹸がつりさげられています。食事の前や外から帰ってきたときには石鹸で手を洗う活動が多くの学校で行われています。右側の写真では2人の生徒が白衣のようなものを着ていますが、彼らは給食の配膳をする係のため、配膳用の白衣を着ています。手に持っているのは帽子です。

　中段左：学校の中には、P82のようなポスターだけでなく、中学生が作成したポスターが貼られていることもあります。

　中段右：学校の給食の写真です。給食では健康のことを考えて、牛乳がほぼ毎日、提供されます。

　下段左：外部から講師を招いて、応急処置の仕方を学んでいるところです。包帯の代わりに布を使って応急処置をする方法や、人工呼吸のやり方などを勉強します。

　下段右：健康促進のために、マラソン大会を実施する学校も多いです。

日本語広場（日语广场）
ラジオ体操
	目標

	・日本のラジオ体操にまつわることを知る。

・日本のラジオ体操を体験する。


●制作意図

・トピック「健康」に関して、日本にも中国にもあるラジオ体操を取り上げました。

●授業のヒント

・日本のラジオ体操と中国のラジオ体操を比較してみましょう。そして、日本のラジオ体操を実際にやってみましょう。
・ラジオ体操の動画は素材DVD（作成中）、またはインターネット上の動画提供サイトで検索してみましょう。
●補足説明
なし

考えてみよう・言ってみよう（想一想 说一说）
●制作意図＆授業のヒント

・「在这种情况下应该怎么说？」は、それぞれの場面でどんな表現を使うか、口頭でまた書いて確認しましょう。

・「説説看！」は、イラストの人物の気持ちに即してどんな表現を使ったらいいか言ってみましょう。CDで確認することができます。
●補足説明
参考回答
问候一下你的同学吧！
1段目　　　どうしたの？

左2段目　（哎呀，足球比赛输掉了……）ちょっと、落ち込んでるんだ。

右2段目　（可能是昨天学习到太晚了，真累啊！）ちょっと、疲れてるんだ。

左3段目　　ちょっと、熱がある。

右3段目　（最近做什么都不顺利，到底是为什么呢？）ちょっと、悩んでるんだ。

左4段目　　ちょっと、おなかが痛い。
右4段目　　ちょっと、足が痛い。
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